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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年9月24日(2020.9.24)

【公表番号】特表2018-520989(P2018-520989A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-557164(P2017-557164)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  59/20     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  55/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   59/20     　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ   55/02     １５０　
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/36     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年8月12日(2020.8.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　担体；及び
　複数の銅含有粒子、並びに、ＺｎＰＴ及びトラロピリルのいずれか一方又は両方を含む
コ－バイオサイド
を含む材料であって、
　１ガロンの担体ごとの（１）前記銅含有粒子（ｇ）と（２）ＺｎＰＴ及びトラロピリル
のいずれか一方又は両方（ｇ）の割合が、０．００５～１２の範囲内であり、
　前記ＺｎＰＴ及びトラロピリルのいずれか一方又は両方が、１５０ｍｇ／ガロン担体（
約３９．６ｍｇ／Ｌ）～４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ）の範囲内で存在する、
材料。
【請求項２】
　前記銅含有粒子が、銅含有ガラス及び亜酸化銅のいずれか一方又は両方を含むことを特
徴とする、請求項１に記載の材料。
【請求項３】
　前記銅含有ガラスは、複数のＣｕ１＋イオンを含みかつＢ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、及びＲ２

Ｏの少なくとも１つを含む、赤銅鉱相、及び、４０モル％超のＳｉＯ２を含むガラス相、
を含むことを特徴とする、請求項２に記載の材料。
【請求項４】
　前記材料が、清浄薬試験条件として銅合金の効果のためのＥＰＡ試験法の下で、黄色ブ
ドウ球菌の濃度における３超の対数減少を示すことを特徴とする、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の材料。
【請求項５】
 請求項１－４のいずれか１項記載の材料を含む塗料であって、
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　前記塗料が層として表面に塗布された後、前記層が、ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ系において、
９４～１００の範囲内のＬ＊値、及び５未満のデルタＥ値を示し、デルタＥ＝√（Ｌ＊２

＋ａ＊２＋ｂ＊２）である、
塗料。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
 第１の態様は、担体、複数の銅イオン又は銅含有粒子を含むコ－バイオサイド、並びに
ＺｎＰＴ及びトラロピリルのいずれか一方又は両方を含む材料に関する。担体は、ポリマ
ー、モノマー、結合剤又は溶媒を含んでもよい。いくつかの実施の形態において、担体は
塗料である。いくつかの例において、担体のガロンごとの銅含有粒子（ｇ）と担体のガロ
ンごとのＺｎＰＴ（ｇ）及びトラロピリル（ｇ）のいずれか一方との割合は、約０．００
５～約１２の範囲内である。いくつかの実施の形態において、ＺｎＰＴは、約１５０ｍｇ
／ガロン担体（約３９．６×１０ｍｇ／Ｌ）～約４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ
）の範囲内で存在する。材料は、過度のＺｎＰＴを含んでもよく、したがってＺｎを含ん
でもよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　１つ以上の実施の形態において、ＺｎＰＴは、約１５０ｍｇ／ガロン担体（約３９．６
ｍｇ／Ｌ）～約４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ）の範囲内で存在する。１つ以上
の実施の形態において、材料中のＺｎＰＴの量は、約１５０ｍｇ／ガロン～３８ｇ／ガロ
ン、約１５０ｍｇ／ガロン～３６ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガロン～３５ｇ／ガロン、
約１５０ｍｇ／ガロン～３４ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガロン～３０ｇ／ガロン、約１
５０ｍｇ／ガロン～２８ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガロン～２６ｇ／ガロン、約１５０
ｍｇ／ガロン～２４ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガロン～２２ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ
／ガロン～２０ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガロン～１５ｇ／ガロン、約１５０ｍｇ／ガ
ロン～１０ｇ／ガロン、約５００　ｍｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、約１ｇ／ガロン～４
０ｇ／ガロン、約２ｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、約４ｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、約
５ｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、約６ｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、約８ｇ／ガロン～４
０ｇ／ガロン、約１０ｇ／ガロン～４０ｇ／ガロン、又は約１ｇ／ガロン～１０ｇ／ガロ
ンの範囲内である。いくつかの実施の形態において、材料は、Ｚｎ及びＺｎＰＴの両方が
材料中に存在するような超過量でＺｎＰＴを含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　１つ以上の実施の形態において、トラロピリルは、約１５０ｍｇ／ガロン担体（約３９
．６ｍｇ／Ｌ）～約４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ）の範囲内で存在する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
 ＺｎＰＴ及びトラロピリルの両方が使用される場合、ＺｎＰＴ及びトラロピリルの両方
の量が、約　ｍｇ／ガロン～約　ｇ／ガロン担体の範囲内で存在する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０３】
　実施形態２
　前記ＺｎＰＴ及びトラロピリルのいずれか一方又は両方が、約１５０ｍｇ／ガロン担体
（３９．６ｍｇ／Ｌ）～約４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ）の範囲内で存在する
、実施形態１に記載の材料。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１７】
 実施形態１６
　前記ＺｎＰＴ及びトラロピリルのいずれか一方又は両方が、約１５０ｍｇ／ガロン担体
（３９．６ｍｇ／Ｌ）～約４０ｇ／ガロン担体（約１０．６ｇ／Ｌ）の範囲内で存在する
、実施形態１５に記載の塗料。
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